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要　໿　本研究では，運動遊びの保育場面のө૾を保育実習経験のある受ߨ生に視ௌさͤ，その観察記録
に基づき視点の܏向を֬認するとともに，実習支援につながる場面理解をଅすखཱてを検討することを目
的とした。その݁果，保育者と子どもをつな͙関Θりとして「ҙཉىש」のための「言༿かけ」，「਎体か
け」とଊえている܏向がࣔされ，保育者の੠の࣭や਎体の動きのҙਤにண目することで場面理解をਂ化さ
ͤられるՄೳੑがࣔされた。

Ωʔϫʔυ　子ども理解　援ॿ理解　視ௌө૾　਎体行ҝ　保育実習

̍ɽ໰୊ͱ໨త
　保育実践の中で子どもの内面を理解する「༮児理
解」や「子ども理解」は，保育のࠜװであり，子ども
一人一人の行動のҙຯをଊえ，その理解に基づく適੾
な援ॿ，保育を目指すためにඇ常にॏ要であるとされ
ている。さらに，この༮児理解に関するઐ門ੑの֫ಘ
は，保育課程や指導ܭըཱ案を通してはࠔ೉であり，
実践での༮児との直઀的なかかΘりの中でのみ，ઐ門
ੑが֫ಘできるとされている（香ીզ部 2011）。
　一方で，保育者ཆ成に目を向けると，༮児との直઀
的な関Θりである保育・教育実習の場では，保育場面
の理解とその言語化の೉しさにऴ࢝し，༮児理解，援
ॿ理解のਂまりがないまま，ظ間をऴえる学生がগな

くない。また，ࠓࡢのίロナՒにおいて，実習前に実
際に子どもと関Θるػ会をࣦͬてしまͬた学生のෆ安
をؑみても，大学の授業の中で保育場面における༮児
理解や援ॿ理解を୲保できる内容を४උするඞ要があ
るとߟえる。
　まず，保育場面の理解をଅすには，子どもの内面を
受けࢭめる「子ども理解」の方法について֬࠶認する
ඞ要がある。子どものঢ়ଶのଊえ方や子ども理解の方
法について，例え͹，実習生は保育者にൺ΂，子ども
の表面的な観察を多く行う܏向にあること（ࠤʑ木ら 
2012）や，୯一の視点から༮児をଊえていること（ࠤ
藤ら 2014）など，保育者と実習生でҟなる点が指ఠ
されている。実習生の「子ども理解」をଅすためには，
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まず子どもの「内面を読み取ろうとするҙࣝ」（青木 
2001）に目を向けるඞ要があるͩろう。
　さらに，保育の実践では「子ども理解」に連動した
保育者の援ॿを݁び付けてଊえることがٻめられる。
小川（2000）によれ͹，子どもを「ݟる」ことは「か
かΘりの目」を࣋つことであり，タイϛングྑく援ॿ
を発動さͤようと਎構える直観的なまな͟しでもある
という。よͬて保育者が子どもの「いま，ここ」の気
，取ͬてԠ౴する਎体行ҝ（岸井 2013）は͡ײをͪ࣋
ଈڵ的で直観的であるといえる。また，保育者の਎体
行ҝは，経験のੵみॏͶから体ಘされた実践知として
ଊえられ，保育行ҝには，子どもの成長を支援するた
めのئいやҙਤ等，目にݟえない৺の動きが༹けࠐΜ
でいる。そのため，保育実践の๡しい実習生にはそれ
らを読み取ͬて言語化することは容қではないことが
ਪ察される。
　以上のことを౿まえると，保育を学Ϳ学生の場面理
解をਂめるためには，子どもの「内面を読み取ろうと
するҙࣝ」をཆい，「子ども理解」に連動した保育者
の援ॿを読み取るखͩてを提ڙすることがඞ要とな
る。そのために，まず学生が保育場面をݟる際，どの
ような視点をͬ࣋ているのか，現ঢ়を೺Ѳするところ
から࢝めるඞ要があるͩろう。Կをどのようにݟるか
は，ݟる人のڵຯ関৺の在ॲやՁ஋観等に影響を受け
る。そこで，保育実習を経験した学生のݟたことやײ
͡たことが「子ども理解」や保育者の「援ॿ理解」の
視点とどのような関܎にあるのかについてߟ察をࢼみ
る。
　岸井（2013）は，保育場面のল察にө૾を活用する
ことのར点を「ビσΦ記録は文字記録にൺ΂ѹ౗的に
৘報ྔが多く，多༷な視点からのݟ直しがՄೳであ

る。また，保育の֩৺とも言える਎体やԻ，੠のௐ
子，テンϙ，ٵݺなどが，ビσΦではଊえられ，その
場にډなかͬた保育者とも臨場ײをもͬてڞ༗できる
৘報となる（岸井 2013，p.32）」とड़΂ている。
　このことから，ө૾の視ௌは৘報ྔが多く，਎体の
動きや੠のௐ子などをݶ定的とはいえ，直観的にଊえ
られるため，学生の視点を֬認することがՄೳである
とߟえられる。そこで，保育場面における観察の視点
を֬認するためのૉ材としてはө૾を活用することと
した。
　以上より，本研究では，保育者ŋ教員ཆ成を目指す
大学の授業において，保育場面理解をଅす内容検討の
ため，実習をऴえた学生がどのように場面理解してい
るのかを，運動遊びの支援場面について作成した視ௌ
ө૾をෳ数ճ視ௌさͤた観察記録から学生の視点の現
ঢ়を೺Ѳし，保育学生の場面理解をଅすためのखཱて
について検討することを目的とする。

̎ɽํ๏
　ʢ̍ʣର৅
　K大学の学生12名（以下受ߨ生とする）を対৅とし
た。K大学では２年次に保育実習が行Θれるため，ௐ
査は３年次生に対して行Θれた。

ࢣߨ੒ʹ͍ͭͯ：運動遊び指導の外部࡞ௌө૾ͷࢹ
（以下，指導者とする）１名と保育者１名，および５
児22名によるドッδボール遊びの保育場面を30分間ࡀ
用した。その中でओな展開がみられ࢖影したものをࡱ
る10分間のө૾を５場面（６分間）にॖ小したものを
視ௌө૾とした（表１ࢀর）。ྲྀれを೺Ѳしやすくす
るため，「ルール֬認」などのナϨーγϣンを４Օ所，
ඞ要な字ນを２Օ所用いて編集した。この視ௌө૾編

ද̍　ࢹௌಈըͷ৔໘ߏ੒
動ը時間 場面のઆ໌

第１場面 ̌ʙ44⒍
（44ඵ）

合１ճ目ࢼ
（５分をলུ）

「アウト・セーフ・ナイスキϟッチ౰たͬたら外野，
๧子変えて」と指導者と保育者が言༿かけをしている

第２場面 44⒍ʙ２⒌ 10˅
（１分34ඵ） ルール֬認 「どうやͬたらউてるかൿີをいうよ」と，指導者が

ボールをもͬてίート内を動きながらઆ໌している

第３場面 ２⒌ 10⒍ʙ２⒌ 18⒍
（８ඵ）

作ઓタイム
（１分൒をলུ）

２グループに分かれ，それͧれにԁくなͬて࠲り，作
ઓ会議をしている

第４場面 ２⒌ 18⒍ʙ３⒌ 55⒍
（１分37ඵ）

外野決め
A児とのかかΘり

外野決め͡ΌΜけΜにෛけて「やめた」とࢀՃҙཉを
૕ࣦしたA児に指導者と保育者がなͩめࢀՃをଅす

第５場面 ３⒌ 55⒍ʙ６⒌ 00⒍
（２分５ඵ）

合２ճ目ࢼ
B児と保育者のかかΘり

保育者が，全体の༷子をଊえながら，遊びにࢀՃして
いないB児にدりఴい，働きかけている
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集は第２著者がओに行い，著者ら３名での検討を౿ま
え，決定した。
　ʢ̎ʣखଓ͖

ө૾ࢹௌͱه࿥ํ๏：保育場面を観察する際の視点
は多༷であり，ઌ行研究では，保育経験者の観察の࢓
方としては，全体を೺Ѳするための広い視野からڱい
視野へとߜる܏向にあること（ࠤʑ木ら 2012）や，
༮児をݟる際，ෳ数の視点からෳ合的にその場のঢ়況
を読み取ること等が報告されている（高ᖛ 1998）。以
上のことを౿まえて，１ճ目の視ௌでは受ߨ生のڵຯ
関৺の在ॲを含む，保育場面のଊえ方の܏向を֬認す
るため，観察の視点を設定ͤず，実習経験のある受ߨ
生たͪがԿにண目し，どのように言語化して記録を書
くのかを֬認することとした。２ճ目は，観察の視点
を定め，「保育者の子どもとܨがるための関Θり」に
ண目するよう教ࣔし視ௌさͤた。受ߨ生が保育者と子
どもの関Θりへの視点を࣋つことで，それを౿まえた
保育者の援ॿとそのҙਤにどの程౓理解が及Ϳものな
のか֬認することとした。
　２ճともࣗ由記ड़により行い，σータ化し受ߨ生ご
とにナンバリングを行ͬた。σータについては誤字や
୤字，表記方法に誤りがあͬても，そのまま࢖用する
こととした。

෼ੳํ๏：１ճ目のࣗ由記ड़をもとに，どの場面に
おける記ड़であͬたかを検討し，෯広く場面をଊえら
れている受ߨ生をந出した。さらに，その受ߨ生の２
ճ目のࣗ由記ड़に対して，それͧれ分અごとに，ઌ行
研究のカテゴリー（ԣ୔ら 2019）をߟࢀに分ྨ，検
討した。カテゴリーの分ྨ，検討においては，記ड़内
容に基づき，ඞ要にԠ͡てࠜڌを定め新規に作成，ਫ਼
બし，「保育者の援ॿ」と「ҙਤ」の視点をもとに分
ྨした。これらの分析は，ච者ら３名によるトライア
ンΪϡϨーγϣンのख法を用いて実施された。
　ʢ̏ʣྙཧత഑ྀ
　実施にあたり，10項目からなる研究内容のઆ໌を書
面により行ͬた。10項目の中にはݸ人特定につながら
ないこと，ෆࢀՃによるෆརӹをඃらないこと，守ൿ
やݸ人৘報，σータの取扱いについてなどが含まれて
いる。これらをઆ໌した後，ө૾の内容等に܎るݸ人
৘報のൿಗについて順守することも含めた研究ࢀՃಉ
ҙ書にॺ名，提出をもͬてࢀՃのಉҙをಘた。

̏ɽ݁Ռͱ࡯ߟ
　ʢ̍ʣ̍ճ໨ͷهड़͔Β
　まず，どの場面を記ड़したものか検討したところ，
５つの場面においてす΂てに対し記ड़したものはおら
ず，４場面について５名，３場面について１名，２場
面について６名であͬた（表２ࢀর）。
　記ड़内容を分析すると，ドッδボール遊びであͬた
ためか，ࢼ合とルールの֬認の場面に対しての記ड़が
多くみられた。中でも，「h アウトーʱh ന๧子やでʂʱ
と保育者がルールをΘかりやすく఻えながらゲームを
ਐめていた」や，「実際に子どもの前で実ԋしてঢ়況
を೺Ѳしやすくしている」，等の記ड़が多く，また

「アウト，セーフ，あてろ，など੠を出して一ॹに੝
り上がる」「ઌ生の੠が大きく，テンγϣンも高くฉ
こえ，ָしいงғ気にܨがͬている」など，運動遊び
を指導する際の大੾な支援について۩体例をあ͛て༗
ҙٛな৘報を読み取ͬていることがうかがえた。
　また，第４場面の外野決め͡ΌΜけΜにෛけて「や
めた」とࢀՃҙཉを૕ࣦしたA児へ関Θりを記ड़した
受ߨ生は６名おり，「৺がམͪணくように」「دりఴう
ような੠かけ」「気ͪ࣋を੾りସえられるように」「子
どもಉ士で解決できるようにݟ守るが，フΥローは
しͬかりする」など，ゲーム遊びにىきがͪな，ෛの
৘をࣔした子どもや，そのपりの子どもの༷子に対ײ
して，保育者や指導者がどう対Ԡしているのかについ
てண目する܏向にあることがΘかͬた。
　一方で，第５場面の「保育者が，全体の༷子をଊえ
ながら，遊びにࢀՃしていないB児にدりఴい，働き
かけている」かかΘりについて記ड़した学生は12名中
１名であͬた。第４場面でىきた事৅の解決により，
ҙࣝ的にみられなかͬたこともあるのかもしれない
が，このことは，「経験の๡しい実習生が，保育場面
で表面的な観察を多く行う」とするࠤʑ木ら（2012）
の報告をཪ付ける݁果であるとߟえられる。
　ʢ̎ʣ̎ճ໨ͷهड़͔Β

１ճ目の記ड़をもとに෯広く観察できていた５名の
２ճ目の記ड़を保育者の援ॿとそのҙਤに分ྨした

（表３ࢀর）。分ྨについては，ԣ୔ら（2019）による
「援ॿ」・「ཹҙ点」の分ྨ例（表４ࢀর）を援用した。
　受ߨ生が，保育者による子どもとܨがるための関Θ
りとしてଊえた行ҝについては「言༿かけ」が一番多
く，次いで「਎体かけ（岸井 2013）」であͬた（表５
。（রࢀ
　子どもとܨがるためにどのようにかかΘͬているの
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ද̎　第̍ճ໨ͷهड़

No， 記ड़内容 記ड़対Ԡ
場面

１

・「アウトー」「ന๧子やでʂ」と保育者がルールをΘかりやすく఻えながらゲームをਐめていた。
・どのようにίートの中を動く΂きなのか，子どもたͪが理由も一ॹにߟえられるように，ボールを

。てઆ໌していたͬ࢖
・作ઓタイムをつくることで，ゲームへの関৺や༑ͩͪとのឺがਂまるとࢥう。
・外野決めなどでもめても，なる΂く子どもಉ士で解決できるようにݟ守るが，そのͤいで「もうやり

たくない」とならないようにフΥローはしͬかりする。
・ボールを投͛る子もよける子もそれをݟている子もみΜなָしそうͩͬた。

1,2,3,4

２

・一౓ࢼ合をやͬてみた後どうしたらボールを౰てられないかをઌ生が子どもに実ײを൐ͬて理解でき
るように教えていた。

めた͹かりの遊びであるからこそ，ઌ生が「アウトʙ」「セーフ」などの੠ֻけをすることで，ルー࢝・
ルを理解できるようにしていた。

児ͩからこそ，ࣗ分たͪでどうしたらউてるのか，作ઓ会議の時間を設けていた。子どもは༑ୡࡀ５・
とߟえることでよりָしさを͡ײたのではないか。

1,2,3

３

・「アウトʂ」などىࠓこͬた出དྷ事を言༿にすることで，子どもがঢ়況をとらえやすくなͬているので
はないかとͬࢥた。

・ルールઆ໌をするタイϛングについて，１౓ドッδボールをしてから行うことで子どもたͪがルール
を೺Ѳしやすくなͬているのではないかと͡ײた。

・外野と内野で๧子の৭を分けることで，子どもたͪにとͬて視֮的に分かりやすくなͬており，ࣗ分
ࣗ਎にとͬてもࣗ分の໾ׂを֬࠶認することができる޻෉になͬているように͡ײた。

1,2

４

・ １ճ目と２ճ目の間でルールを֬認し，どうすれ͹あたらないか子どもたͪがߟえるよう޻෉していた。
１ճ目ではボールをݟているͩけで動かなかͬた子どもが，౰たらないよう動きճり，活発になͬた。

・保育者が全体にಧく੠で「アウトʂ」「セーフ」と１ճ１ճ言うことで，౰たͬたらアウトで外野に行
かないといけない，ワンバウンドしたボールに౰たͬてもアウトにならないということにࣗવと気付
くことができるのではないかと͡ײた。

1,2

５

・「アウトʂ」「セーフʂ」と全体にฉこえる੠で言うことで，子どもに分かりやすくしていることに気
づいた。また，セーフなら「ナイスキϟッチ」などとも言ͬていて，子どももうれしい気ͪ࣋をͪ࣋
ながら活動にࢀՃできるとͬࢥた。

・どうすれ͹，౰たりにくいかをߟえている場面では実際に子どもの前で実ԋしてঢ়況を೺Ѳしやすく
しているところに޻෉を͡ײた。

1,2

６

・ઌ生がੵۃ的に「アウト」「セーフ」などの੠かけをしていたことで，ルールの認ࣝがᐆດでも，ゲー
ムとしてָしめるようになͬていたとࢥう。

・また，一౓ゲームをしてから，ルールの֬認をすることによͬて，このゲームがどのようなものかと
いう理解がਐみ，ボールに౰たらないようにするにはどうしたらよいかというٙ問をߟえやすくなͬ
ていると͡ײた。

・͡ΌΜけΜでෛけてしまͬた子に対し，دりఴうような੠かけをすることで，その後気ͪ࣋を੾り׵
えてָしめるようにしているとͬࢥた。

1,2,4

７

・ドッδボールのίπを子どもと一ॹにߟえているのがいいなとͬࢥた。
・子どもたͪがߟえるػ会を設けることができ，ߟࢥをָしむことができる５ࡀさΜにとͬてよいもの

ͩとࢥう。๧子をԫ，നでΘけることにより，ݟた目のΘかりやすさがあͬた。
・外野の決め方は͡ΌΜけΜͩͬたが，他に決め方はあるのかなとͬࢥた。
・「２人はーʁ」というҙݟはどうなͬたのか，知りたい。
・つまらなそうにしている子がおり，ίートのपりを͙る͙るしていたが，ઌ生がखをつな͗とめてい

た。やりたいとࢥえない（ʁ）あそびでも，一人はऐしいとࢥうため，保育者のそのような関Θりは
ඞ要であるとͬࢥた。

・ઌ生２人でݟ守ͬていたため，アウトに気づきやすかͬたが，ここから段ʑと子どもたͪですること
が૿え，ずるなども出てきたり，面നさが૿えてくるのかなとͬࢥた。

2,3,4,5

８

・外野の子は誰かを౰てたら戻ることができるルールではなく，౰たͬた子は外からָしむというよう
にগし؆ུ化することでみΜながࠞཚͤずドッδボールをָしめるように޻෉されているのかなと
。たͬࢥ

・ઌ生が実践しながら子どもたͪにઆ໌していて，ࣗવと子どもたͪもߟえて動けるۭ間が作りͩされ
ているように͡ײた。

・「セーフ」「ナイスキϟッチ」「アウト」と੠をかけながら行ͬていた。

1,2
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安৺して次の行動にਐめるようにするための「ҙཉש
。えられるߟとして読み取ͬていたことが「ى

̐ɽ総合࡯ߟ
　本研究では，実習前の学生が授業において，保育に
おける場面理解を広͛，ਂめるՄೳੑについて検討す
るために，特に運動遊びの支援について作成した視ௌ
ө૾を実習を経験した学生にෳ数ճ視ௌさͤ，その観
察記録から受ߨ生の視点の現ঢ়と変化を೺Ѳし，保育
学生の場面理解をଅすためのखཱてについて検討し
た。
　その݁果，運動遊びならではの，ルールઆ໌やうま
くできるίπを言༿かけによͬて援ॿしている方法を
取ることができていることが分かͬた。ルールがあݟ
る運動遊びを保育実習生や学生の໛ٖ保育などで行う
と，ルールのઆ໌に時間がかかり，୯なる言༿による
આ໌であるがނに子どもにਁಁͤず，実際の遊びにつ
ながらないため，੝り上がらないことを経験すること
が多ʑݟ受けられる。しかし，ө૾をݟる際に言༿か
けにண目し，その言༿かけがどのタイϛングで，さら
に，どのようなトーンや大きさ，リζムであͬたかな
ど，੠の࣭に対してҙࣝを向けるように支援すること

かに注目してө૾をݟた݁果，言༿かけをҙࣝしてお
り，それも子どもがҙཉ的にドッδボール遊びに取り
組めるような関ΘりであるとଊえていることがΘかͬ
た。分析してみると「すごくָしそうに」「໌るく」「元
気よく」「大きな੠で」など，言༿かけの࢓方につい
ての記ड़もあり，子どもと一ॹに遊びをָしむための
指導者としての在り方もଊえられていることがΘか
る。つまり，「言༿かけ」という行ҝを，子どもの「ҙ
ཉىש」のための指導者のҙਤとして読み取ることが
できていることがਪ察される。
　さらに，本ௐ査において，言༿かけの次に多かͬた

「਎体かけ」についてड़΂る。「਎体かけ」とは目の前
の子どもの姿にدりఴいながら発৴する保育者の਎体
行ҝ（岸井 2013，p.162）であり，ච者らのઌ行論文

（眞崎ら2023）においても，保育者の援ॿ行動にݟら
れる਎体的行ҝとして導き出されたものである。本ௐ
査においても，「その場の子どもの気ͪ࣋にدりఴい，
関Θる」「མͪࠐむ子どもを๊きしめ，気ͪ࣋が੾り
変えられるよう，受けࢭめていた」「・・・気ͪ࣋の
੾りସえをするػ会を作ͬていた」など，子どもに対
する保育者の਎体の在り༷をݟることができていたと
ਪ察された。その「਎体かけ」は，ओとして子どもが

９

・指導者が「アウトー⽏」と໌るく言うことで，౰たͬてしまͬたとམͪࠐむのではなく，純ਮに「չ
しいؤுͬて౰てるͧ」という気ͪ࣋やงғ気を作ͬていると͡ײた。

・作ઓタイムをもうけたり，ルールをあえて༮児に֬認したりすることで，༮児がࣗओ的に遊びにࢀՃ
しやすい޻෉がされていた。

・్中，外野を決める場面でঁの子が「;たりでしたらʁ」というと「μϝよ。１人ͩもΜ。」と他の子
が౴えて，ケンカのようになͬてしまͬた。そこで，それをݟていた別のঁの子が場所的にも２人の
中間にཱͬて，མͪணかͤていて年長児になると，そのような姿もݟられるのかとͬࢥた。

1,2,3,4

10

・ઌ生の੠が大きく，テンγϣンも高くฉこえるˠָしいงғ気にܨがͬている。
・ॳめはルールઆ໌のみでࣗ由に子どもたͪでドッξボールに৮れてもらうことで，どΜな遊びなのか

体験さͤていた。
・ドッξボールのίπを教え，実際に動いてみることで，どうすれ͹ྑいのか子どもୡࣗ਎でߟえて動

けるようになͬていた。
・ボールが౰たͬた子どもには，大きくかつָし͛に「アウトーʂ」と言い，アウトになͬたことがѱ

いことのようにଊえなくてྑいようになͬていたʁ
・アウト後，どこに行くのか指ࣔをし，ԁ׈にゲームがਐ行していた。
・外野になれなかͬた子どもに，කをついてͩきしめ，৺がམͪணくようにしていた。

1,2,3,4

11

合目というྲྀれが小学校の体育のయ型ࢼ合してみるˠ上खくいくίπを教Θるˠ作ઓタイムˠ２ࢼ１ ・
的なྲྀれとࣅていると͡ײた。年長ということで小学校についてもҙࣝして活動が作られているのか
もしれないと͡ײた。

・ઌ生がੵۃ的に੠をͩしていたのが印৅的ͩͬた。
・外野をやりたい人がす͙に出てこなかͬたのは，直前にίπの指導をしたことでఢからに͛ることに

子どものڵຯがむいたからではないかとͬࢥた。

1,2,3,4

12

・どのようにಀ͛たらあたりにくいのか，子どもにਘͶながら֬認していて，子どものҙݟを大੾にし
ようとしているように͡ײた。動きながらのઆ໌もΘかりやすいとͬࢥた。

・アウト，セーフ，あてろなど੠を出して一ॹに੝り上がることで，子どもたͪのָしさも૿していた
のではないかとͬࢥた。

1,2
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ද̏　第̎ճ໨ͷهड़
NO． ந出学生の記ड़ 援ॿ ҙਤ

１

・「アウトʂ」「セーフʂ」など全員にฉこえる੠で言ͬている。 言༿かけ やり方
・子どもたͪの気分が上がるようにࣗ分もすごくָしそうに੠をかけたりしている。 言༿かけ ҙཉىש
・్中でルールを֬認することで，２ճ目に向けて子どものやる気をҾきͩしていると

。たͬࢥ ルール֬認 ҙཉىש

。ՃさͤようとはしないࢀՃͤず，ԣにいる子をむりにࢀ・ 受容 ओ体ײ
・子どものَ決め話し合いがきͪΜとਐむようにඞ要な言༿を投͛ている。 言༿かけ ਐ行
・その場の子どもの気ͪ࣋によりそい，関Θͬている。 ਎体かけ ײڞ
・子どもͩけで解決できるようにݟ守る。 守るݟ できる

７

・ １チームずつボールの動きとಀ͛方についてγϛϡϨーγϣンすることによͬて，動い
ている子どもたͪはボールに対してのಀ͛方について実ײし，ͬ࠲てݟている子どもた
ͪもその動きが٬観的にݟれるようになͬていた。この時，保育者はࣗવと子どもたͪ
の視քに入るようになͬていたとࢥう。

本ݟ 理解

・大きな੠を出すことで元気のよさが఻Θͬたり，ָしい気ͪ࣋になりそうͩなとͬࢥた。 言༿かけ ҙཉىש
・保育者が৹൑をすることでೲಘがいくこともあるのかなとͬࢥた。これはドッδを࢝め

たてͩからこそ，ָしくできる޻෉がඞ要ͩとࢥう。׳れてくると，ઌ生もࢀՃするこ
とが૿えてよりָしくなりそうͩとͬࢥた。

言༿かけ ਐ行

９

・大人が２人いたが，１人は指ࣔを出して遊びをਐめていく人，もう１人は子どもとಉ͡
ཱ場で遊びにࢀՃし，援ॿする人と໾ׂが໌֬に決まͬていて，全体的に子どもの姿を
。た͡ײ෉がされていたと޻守るݟ

守るݟ ਐ行

・「アウトーʂ」と໌るく੠をかけることで遊びを੝りあ͛ҙཉ的にࢀՃしやすくしていた。言༿かけ ҙཉىש
りఴうことでその༮児はࣗ分に気づいてくれたことでدՃしたくない༮児に保育者がࢀ・

安৺するし，指導者が全体をݟることができるので，まΜ΂Μなく援ॿができていると
。たͬࢥ

਎体かけ ҙཉىש

・保育者が༮児とಉ͡行動（ཱつ・࠲る）をすることで，一人一人と向き合いながら安全
かくにΜ。 ಉڞ 安全

・子どもたͪにฉくことでࣗओ的に遊びにࢀՃするようにଅしていた。 提案 ओ体ײ

10

・Ϩッπゴーʂと元気ྑく੠かけをし，ゲームを੝り上͛ていた。 言༿かけ ҙཉىש
・セーフʂナイスキϟッチʂなど，๙め，੝り上͛，ָしいงғ気作りをしていた。 言༿かけ ҙཉىש
・ίπを教える際には，子どもୡに問いかけるように఻えていた。 言༿かけ できる
・ۙくにいたら，౰てられるということを，どうすれ͹ྑいかˠ投͛る人のཱ場ͩとどう

。うかを代หしていたࢥ 言༿かけ やり方

・外野になれず，མͪࠐΜでいる子どもに，ボールを౉し，ॳめに投͛られることで気࣋
ͪの੾り変えをするػ会を作ͬていた。 ਎体かけ ҙཉىש

・「もう１ճʂ」「セーフセーフʂ」など，ָしくなるような੠かけをしていた。 言༿かけ ҙཉىש
・ऴ൫，ന๧子チームが༗勢になͬていた場面で，ԫ৭๧子チームに「ϐンチϐンチʂ」

と੠をかけ，ఘめよりも，ؤுれるように੝り上͛ていた。 言༿かけ ҙཉىש

・外野になれず，མͪࠐむ子どもを๊きしめ，気ͪ࣋が੾り変えられるよう，受けࢭめて
いた保育者の姿があͬた。 ਎体かけ ҙཉىש

・ボールを上खくあてられなくても，૬खଆからのཱ場で「セーフʂ」と言ͬたりするこ
とで，ࣦഊではなくチϟϨンδと，ߠ定的にଊえることができる੠かけをしていた。 言༿かけ ҙཉىש

11

・セーフ，アウトの੠かけをすることでゲームそのものにはࢀՃしていないが，その一員
としてゲームにՃΘることができていたようにͬࢥた。 言༿かけ やり方

・「ボールがこͬͪにདྷたらどͬͪにಀ͛るʁ」と問いかけている場面で実際にボールを
てҠ動することで実践としても分かりやすく，かつ子どもたͪにͬ࣋ “ボールからಀ͛
ることのָしさ” を教えているように͡ײた。（一ࢼ合目では子どもたͪはボールを取ͬ
たり投͛たりするָしさしか知らなかͬたようにݟえた）

本ݟ ҙཉىש
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で運動遊び場面における保育者の援ॿとそのҙਤにつ
いて理解することにつながるといえるのではないͩろ
うか。
　さらに，１ճ目の視ௌでは１名しか記ड़がなかͬ
た，保育者のB児への関Θりについては，「保育者と
子どものつながり」をڧௐした２ճ目の記ड़におい
て，「子どもの気ͪ࣋にدりఴͬて関Θͬている」や，

ՃさͤようとはしࢀՃͤず，ԣにいる子をむりにࢀ」
ない」などの記ड़が૿えていた。ච者らは，この行ҝ
を「਎体かけ」とすることで，保育者の子どもへの援
ॿの多༷なあり方を改めてଊえることができたと͡ײ
ている。গなくとも，受ߨ生の一部は保育者の਎体の
動きを援ॿ行動の一つとしてݟ取ることができていた

とࢥΘれる。岸井は「保育者や子どもの਎体の動きに
注目してみていくのも（ө૾を用いてカンファϨンス
を行う際の）一つのݟ方（岸井 2013，p.162）」とし
ている。本研究でも，ө૾からの読み取りとして，保
育者の「言༿かけ」からは援ॿ行ҝのҙਤが読み取り
やすいことがうかがえたが，「਎体の動き」を援ॿ行
ҝとして読み取ることは実習を経験したものでも೉し
いことが分かͬた。「子どもの気ͪ࣋にدりఴい，ແ
理にࢀՃさͤようとはしなかͬた」，そこからの「B
児をタイϛングよく遊びへࢀՃさͤた保育者の関Θ
り」についてҙࣝさͤるような視ௌ方法とはどのよう
なものͩろうか。視ௌө૾作成と視ௌ方法について޻
෉することをࠓ後の課題としたい。

ද̐　ʮԉॿʯɾʮཹҙ఺ʯͷ෼ྨྫʢԣ୔ 201�ʣ
援　　ॿ ཹҙ点

分ྨ 記　ड़ 分ྨ 記　ड़
ڥ؀ ൘にషるようにするࠇ

ҙཉىש
気ͪ࣋を高める

४උ 事前に४උしておく ָしめるようにする

言༿ֻけ

言う たͤる࣋ຯをڵ
఻える できる できるようにする
આ໌する ओ体ײ ࣗ分でやろうとする
໿ଋする やり方 どうやͬてやるかΘかるようにする

守るݟ
るݟ

安全
ոզに気を付ける

守るݟ がແいようにするݥة

本ݟ
本をࣔすݟ ਗ਼ܿ 床がԚれないようにする
実ԋする

ਐ行
時間が分かるようにする

ಉڞ 一ॹに活動する しないようにするࡶࠞ

問いかけ
問いかける 理解 分かりやすいようにする
ਘͶる

提案
提案する
ฉく

ද̑　நग़ͨ͠डߨੜͷهड़ͷ෼ྨ
援ॿ（記ड़数） ҙਤ（記ड़数）

言༿かけ（14） ҙཉ（８）ىשやり方（３）ਐ行（２）できる（１）
਎体かけ（４） ҙཉ（１）ײڞ（３）ىש
ಉ（３）ڞ ҙཉ（１）ىשਐ行（１）安全（１）
本（２）ݟ ҙཉ（１）ىש理解（１）
守る（２）ݟ できる（１）ҙཉ（１）ىש
提案（１） ओ体（１）ײ
受容（１） ओ体（１）ײ
ルール֬認（１） ҙཉ（１）ىש

－43－



෇ه
　本研究は日本保育学会第76ճ大会で発表したものに
Ճච・修正を行ͬたものである。
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